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中
国
研
究
集
刊 

果
号
（
総
六
十
三
号
）
平
成
二
十
九
年
六
月　

三
四
︱
四
九
頁

序
中
国
の
文
化
的
な
地
域
意
識
の
起
源
は
早
い
。『
礼
記
』
王
制

に
「
広
谷
大
川
は
制
を
異
に
し
、
民
の
そ
の
間
に
生
く
る
者
は
俗

を
異
に
す
」
と
あ
る
。『
尚
書
』
禹
貢
で
は
九
州
に
分
け
、
各
地

の
風
土
物
産
の
区
別
を
列
挙
し
て
お
り
、『
詩
経
』
国
風
で
は
国

別
に
詩
歌
を
編
纂
し
て
い
る
。
両
漢
の
時
代
、『
史
記
』
貨
殖
列

伝
、『
漢
書
』
地
理
志
な
ど
で
は
、
異
な
っ
た
地
域
の
経
済
と
風

俗
文
化
の
相
違
に
留
意
し
て
い
る
。
所
謂
地
域
は
、
あ
る
土
地
の

地
理
的
な
位
置
と
環
境
を
指
し
、
そ
の
文
化
の
発
生
と
発
展
の
た

め
の
自
然
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
。
人
類
の
文
化
は
地
理
空
間
を

舞
台
と
し
て
一
幕
ず
つ
展
開
し
て
ゆ
く
も
の
で
あ
る
か
ら
、
地
域

の
歴
史
地
理
の
特
徴
と
地
域
文
化
の
性
格
的
な
特
徴
は
非
常
に
関

係
が
深
い
。
蜀
学
は
学
術
文
化
の
一
流
派
と
し
て
、
歴
史
の
発
展

中
に
全
て
の
も
の
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
特
徴
を
形
成
し
て
い
っ

た
が
、
こ
の
こ
と
は
そ
れ
ら
を
育
ん
だ
四
川
盆
地
の
独
特
な
歴
史

地
理
環
境
と
密
接
な
関
係
を
有
し
て
い
る
。

一
、
蜀
学
と
そ
の
包
容
力

四
川
盆
地
は
中
国
大
陸
の
西
南
の
一
隅
に
位
置
し
、
山
や
川
は

麗
し
く
、
物
産
に
富
み
民
の
暮
ら
し
は
豊
か
で
、
い
わ
ゆ
る
「
地

霊
人
傑
」
に
し
て
文
化
の
燦
然
と
輝
く
、
長
江
上
流
の
古
代
文
明

歴
史
地
理
か
ら
見
た
蜀
学
の
包
容
性（
＊
）

王
　
小
紅

（
白
井
　
順 

訳
）

〔
特
集
〕
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の
中
心
で
あ
り
、
中
華
文
明
の
重
要
な
起
源
の
地
の
一
つ
で
あ

る
。
こ
の
地
の
独
特
な
文
化
は
「
巴
蜀
文
化
」
と
称
さ
れ
、
中
原

文
化
・
斉
魯
文
化
・
呉
越
文
化
・
楚
文
化
な
ど
の
地
域
文
化
と
と

も
に
古
代
か
ら
天
下
に
鳴
り
響
い
て
い
る
。
巴
蜀
文
化
は
博
大
に

し
て
精
深
で
あ
る
が
、
そ
の
魂
は
蜀
学
で
あ
る
。「
蜀
学
」
の
内

実
は
広
範
で
あ
り
、
多
種
多
様
な
意
味
を
包
含
し
て
い
る
（
注
1
）
。

そ
の
内
、
最
も
広
義
の
蜀
学
と
は
蜀
中
（
主
要
な
範
囲
は
四
川
盆

地
）
の
一
切
の
学
術
文
化
を
指
し
て
い
る
。
四
川
仁
寿
の
人
で
あ

る
元
の
大
儒
・
虞
集
が
敕
を
奉
じ
て
『
経
世
大
典
』
を
纂
修
し
た

時
、
元
代
で
は
「
蜀
学
微
絶
」（
注
2
）
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
非
常

に
遺
憾
と
し
て
い
た
。
四
川
江
安
の
人
で
民
国
時
期
の
著
名
な
蔵

書
家
・
傅
增
湘
が
「
蜀
学
を
顕
彰
」
す
る
た
め
に
、
わ
ざ
わ
ざ

『
宋
代
蜀
文
輯
存
』
を
纂
輯
し
た
。
夏
君
虞
は
『
宋
学
概
要
』
の

な
か
で
か
く
言
う
、「
蜀
学
と
い
う
以
上
、
当
然
四
川
一
省
の
学

問
を
対
象
と
す
る
。
…
…
四
川
人
が
行
な
う
学
問
は
、
す
べ
て
そ

れ
を
蜀
学
と
称
す
」（
注
3
）
と
。
彼
ら
が
言
う
と
こ
ろ
の
「
蜀
学
」

は
広
く
四
川
地
域
の
学
術
文
化
を
指
し
て
い
る
が
、
本
稿
で
検
討

す
る
蜀
学
は
、
こ
の
広
義
で
の
蜀
学
で
あ
る
。

蜀
学
は
、
い
に
し
え
に
す
で
に
存
在
し
て
い
た
。
近
代
の
国
学

大
師
・
謝
無
量
は
か
つ
て「
蜀
に
学
あ
り
、
中
国
に
先
ん
ず
」（
注
4
）

と
言
っ
た
。
こ
の
観
点
は
当
時
、
時
代
に
合
っ
て
い
な
い
と
さ

れ
、
今
日
に
お
い
て
も
す
こ
ぶ
る
論
難
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
し
か
し
そ
の
「
禹
は
『
洛
書
』
を
受
け
て
乃
ち
『
洪
範
』
を

制
す
」、「
道
の
大
別
は
惟
れ
三
宗
、
三
宗
の
由
り
て
興
る
は
蜀
を

以
て
す
」、
す
な
わ
ち
、
原
始
の
道
（
峨
嵋
天
真
皇
人
の
創
成
）、

養
生
の
道
（
峨
嵋
山
に
数
百
年
隠
れ
た
彭
祖
の
創
成
）、
符
咒
の

道
（
張
道
陵
の
創
成
、
彼
は
蜀
の
人
で
は
な
い
が
道
を
得
て
蜀
に

居
り
蜀
で
生
涯
を
終
え
た
）
は
、「
国
人
数
千
年
、
崇
戴
し
て
教

宗
と
為
す
も
の
は
、
惟
れ
儒
、
惟
れ
道
、
そ
の
実
み
な
蜀
人
の
創

す
る
所
」
の
説
を
論
証
し
、
こ
れ
ら
は
民
間
の
伝
説
で
あ
れ
、
文

献
の
記
載
で
あ
れ
、
す
べ
て
根
拠
を
探
し
出
す
こ
と
が
で
き
る
か

ら
、
蜀
学
の
淵
源
は
遠
古
に
は
な
い
と
は
言
え
な
い
。
宋
人
の
説

に
従
え
ば
、「
蜀
に
学
あ
り
、
文
公
よ
り
始
ま
」（
注
5
）
る
か
ら
、
蜀

学
の
発
展
も
ま
た
ほ
と
ん
ど
天
下
に
甲
た
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。

前
漢
の
時
期
、
巴
蜀
地
域
で
は
中
原
の
儒
学
を
導
入
受
容
し
て
文

教
事
業
を
発
展
さ
せ
、「
蜀
学
を
し
て
斉
魯
に
比な

ら

べ
し
」
め
（
注
6
）
、

更
に
「
漢
賦
四
家
」
の
う
ち
蜀
が
そ
の
三
を
占
め
た
。
両
宋
時

期
、
三
蘇
父
子
を
代
表
的
な
蜀
学
と
し
て
、
二
程
の
「
洛
学
」
と

王
安
石
の
「
新
学
」
と
鼎
立
し
、
天
下
に
議
論
を
巻
き
起
こ
し
、

「
蜀
学
の
盛
、
天
下
に
冠
た
り
て
無
窮
に
垂
」
れ
た
。
近
代
に

至
っ
て
は
、
蜀
学
は
ま
た
江
浙
・
湖
湘
の
学
お
よ
び
西
洋
の
学
術

な
ど
を
融
合
し
て
新
生
に
成
功
し
、
湘
学
と
並
ん
で
一
時
期
を
画

し
た
。

蜀
学
の
発
展
史
を
大
観
す
る
と
、
そ
の
主
た
る
特
徴
は
包
容
性

（ 35 ）



（com
patibility

）
に
求
め
ら
れ
る
。
劉
咸
炘
は
『
蜀
学
論
』
の

な
か
で
こ
う
述
べ
て
い
る
。「
吾
は
蜀
の
南
・
北
の
間
を
介
し
、

文
・
質
の
中
を
折
（
折
衷
）
し
、
三
方
に
抗
し
て
屹
屹
と
し
、
独

り
気
を
鴻
濛
に
完
う
す
。」（
注
7
）
こ
の
こ
と
は
現
在
、
蜀
学
が
単
に

思
想
内
容
に
お
い
て
仏
・
老
を
雑
揉
し
、
百
家
を
会
通
し
た
だ
け

で
な
く
、
さ
ら
に
発
展
形
式
に
お
い
て
以
下
の
よ
う
な
重
層
的
な

包
容
性
の
体
系
を
形
成
し
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
一
、
四
川

盆
地
の
内
部
に
お
け
る
多
種
地
域
の
文
化
的
交
流
の
包
容
。
二
、

巴
と
蜀
の
両
地
に
お
け
る
文
化
面
で
の
相
互
補
完
。
三
、
蜀
学
と

四
川
盆
地
外
と
の
各
種
の
学
術
的
文
化
的
交
流
の
成
就
。
歴
史
地

理
の
角
度
か
ら
、
我
々
は
は
っ
き
り
と
こ
の
よ
う
な
内
側
か
ら
外

側
へ
と
至
る
三
つ
の
大
き
な
層
を
包
容
す
る
体
系
と
し
て
分
析
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

二
、
歴
史
地
理
か
ら
見
た
蜀
学
の
包
容
性

四
川
盆
地
は
典
型
的
な
盆
地
の
輪
廓
を
具
え
て
お
り
、
四
方
が

塞
が
れ
た
「
四
塞
」
の
土
地
（
図
１
、
２
）
に
な
っ
て
い
る
。
盆

地
内
部
は
川
西
平
原
、
川
中
丘
陵
と
川
東
平
行
嶺
谷
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
、
盆
地
の
四
方
は
高
山
峻
嶺
に
取
り
囲
ま
れ
て
い
る
。
西

は
青
蔵
高
原
と
横
断
山
脈
に
拠
り
、
北
は
秦
嶺
・
大
巴
山
脈
に
近

く
、
東
は
湘
鄂
の
西
の
山
地
に
接
し
、
東
南
の
周
縁
に
は
大
婁
山

が
望
ま
れ
、
南
に
は
雲
貴
高
原
が
連
な
っ
て
い
る
。
同
時
に
、
そ

の
地
は
中
国
地
形
の
三
級
階
梯
の
第
二
級
階
梯
上
に
位
置
し
、
ま

た
、
中
国
大
陸
の
南
方
と
北
方
を
分
け
る
境
界
線
で
あ
る
秦
嶺
の

南
坡
に
近
接
し
て
い
る
の
で
、
中
国
地
理
上
の
東
と
西
、
南
と
北

と
の
「
過
渡
区
」（transition�region

）
に
な
る
。
こ
の
ほ
か
、

こ
の
地
は
青
蔵
高
原
の
東
側
に
位
置
し
、
盆
地
を
取
り
囲
む
山
々

は
南
が
低
く
北
が
高
く
、
南
は
太
平
洋
、
大
西
洋
に
面
し
て
そ
の

温
暖
な
気
流
が
均
し
く
盆
地
に
届
き
、
逆
に
北
方
の
冷
た
い
空
気

が
長
駆
し
て
直
入
し
が
た
い
地
勢
が
造
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
北
緯
二
八
︲
三
二
度
の
間
に
跨
が
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
地

球
上
の
同
緯
度
の
そ
の
他
の
地
域
が
干
熱
少
雨
の
気
候
な
の
と
は

異
な
っ
て
、
中
亜
熱
帯
の
季
節
風
が
吹
く
湿
潤
気
候
に
属
し
て
い

て
、
年
間
降
水
量
も
豊
富
で
、
夏
に
酷
暑
が
な
く
、
冬
に
厳
寒
が

な
い
。
岷
江
・
沱
江
・
涪
江
・
嘉
陵
江
・
渠
江
の
五
つ
の
河
が
南

北
方
向
に
流
れ
、
盆
地
の
南
縁
を
東
西
に
横
断
す
る
長
江
と
と
も

に
「
五
＋
一
」
の
合
流
水
系
を
構
成
し
、
ま
た
河
流
の
沖
積
に
よ

る
堆
積
に
よ
っ
て
肥
沃
な
土
壤
と
な
り
、
豊
富
な
動
植
物
を
養
い

育
ん
で
き
た
。
そ
れ
ゆ
え
四
川
盆
地
は
良
好
な
自
然
地
理
条
件
を

具
え
、
歴
代
の
巴
蜀
地
域
の
人
々
の
経
済
活
動
、
と
り
わ
け
文
化

創
造
の
た
め
に
良
好
な
物
質
的
基
礎
を
提
供
し
た
し
、
ま
た
盆
地

の
内
と
外
と
の
多
元
文
化
融
合
の
た
め
の
条
件
を
創
出
し
た
。

（ 36 ）



図
１　

四
川
盆
地
と
蜀
学
の
包
容
性
圏
層
構
造
略
図

図
２　

四
川
盆
地
地
形
図

（ 37 ）



（
一
）
盆
地
内
部
の
多
地
域
と
文
化
の
多
元
的
融
合

四
川
盆
地
の
地
理
的
な
環
境
は
複
雑
で
、
多
種
多
様
な
地
理
区

域
を
形
成
し
て
い
る
。
盆
地
内
に
は
低
地
が
あ
り
、
周
辺
に
は
高

低
の
異
な
る
山
々
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
盆
地
の
内
部
に
も
川
西

平
原
・
川
中
丘
陵
・
川
東
平
行
嶺
谷
の
区
別
が
あ
り
、
盆
地
に
多

様
な
地
形
を
具
備
さ
せ
て
い
る
。
こ
の
異
な
っ
た
地
形
は
、
気

候
、
土
壤
、
動
植
物
分
布
、
ひ
い
て
は
人
々
の
生
産
生
活
方
式
な

ど
に
比
較
的
大
き
な
相
違
を
賦
与
し
た
。
こ
の
影
響
を
受
け
て
、

巴
蜀
文
化
は
各
種
の
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
地
域
が
併
存
す
る
態
勢
を

形
成
し
、
内
部
に
多
元
的
文
化
の
特
色
を
呈
す
る
に
至
っ
た
。

龍
泉
山
と
龍
門
山
・
邛
崍
山
と
の
間
に
位
置
す
る
川
西
平
原

は
、
地
表
は
平
坦
で
面
積
も
広
大
、
都
江
堰
の
恵
み
を
受
け
て

「
天
府
の
土
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
は
四
民
が
居
住
し
、
商
業

の
中
心
地
で
あ
り
、
奢
侈
と
文
化
が
好
ま
れ
、
博
雅
の
儒
者
が
多

く
、
英
奇
の
士
も
縦
横
に
才
を
発
揮
す
る
な
ど
、
人
才
が
輩
出
し

著
名
な
書
物
も
少
な
く
な
い
。

西
は
龍
泉
山
に
至
り
、
東
は
華
鎣
山
に
止
ま
り
、
北
は
大
巴
山

麓
か
ら
始
ま
っ
て
南
は
長
江
以
南
に
至
る
の
が
川
中
丘
陵
で
あ

る
。
こ
こ
で
は
平
地
は
二
十
里
も
な
い
け
れ
ど
も
、
涪
江
が
貫
通

し
て
い
て
水
運
と
陸
運
が
集
ま
り
、
民
は
農
業
と
蚕
桑
に
励
む
の

で
、「
民
は
和
し
俗
は
阜ゆ

た
かに

し
て
、
鄒
魯
の
風
あ
り
」
と
謳
わ
れ

る
。

盆
地
の
東
部
は
、
現
代
で
は
川
・
渝
（
四
川
と
重
慶
）
が
接
す

る
と
こ
ろ
で
、
北
東
か
ら
西
南
に
走
る
三
十
余
り
の
山
脈
に
よ
っ

て
形
成
さ
れ
た
、
最
も
地
形
の
整
っ
た
と
こ
ろ
で
、
地
理
上
で
は

川
東
平
行
嶺
谷
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
こ
は
山
と
谷
に
よ
っ
て
隔

て
ら
れ
、
土
は
薄
く
民
は
貧
し
く
、
人
々
は
鬼
を
信
じ
て
い
る

が
、
し
か
し
士
人
は
詩
書
に
習
熟
し
て
気
風
は
勇
健
で
あ
る
。

盆
地
内
部
と
周
囲
の
山
地
は
、
文
化
的
蘊
蔵
は
少
な
く
素
朴
で

は
あ
る
が
、「
曲
徑
は
幽
處
に
通
じ
、
禅
房
に
花
木
深
」
き
佳
境

で
あ
っ
て
、
故
に
仏
教
・
道
教
が
発
展
す
る
良
好
な
環
境
に
な
っ

て
い
る
。「
山
は
高
き
に
在
ら
ず
、
仙
有
れ
ば
す
な
わ
ち
名
あ
り
」

で
、
中
国
道
教
は
淵
源
を
川
西
平
原
の
鶴
鳴
山
に
発
し
、
青
城
山

は
中
国
四
大
道
教
の
名
山
の
一
で
あ
る
。
五
斗
米
道
が
神
明
を

祀
っ
た
「
二
十
四
治
」
の
う
ち
二
十
二
治
は
現
在
の
四
川
省
境
内

に
分
布
し
て
お
り
、
そ
の
多
く
は
山
中
や
山
前
に
位
置
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
山
岳
地
帯
に
は
高
道
の
士
や
道
教
徒
が
雲
集
し
た

が
、
彼
ら
は
道
を
伝
え
た
だ
け
で
な
く
、
書
物
を
著
し
自
己
の
思

想
を
表
明
し
た
。
巴
蜀
の
地
は
中
国
と
イ
ン
ド
と
の
文
化
交
通
上

の
要
衝
に
位
置
し
、
仏
教
が
早
期
に
伝
え
ら
れ
た
地
の
一
つ
と

な
っ
て
い
る
。
峨
眉
山
は
中
国
四
大
佛
教
名
山
の
一
つ
で
あ
り
、

仏
教
文
化
遺
跡
（
仏
像
お
よ
び
仏
教
造
像
等
を
含
む
）
も
少
な
く

な
く
、
盆
地
内
の
交
通
の
要
衝
で
あ
る
山
崖
や
水
際
に
散
在
し
て

い
る
。
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平
原
文
化
・
丘
陵
文
化
・
山
地
文
化
な
ど
の
区
別
は
あ
る
け
れ

ど
も
、
し
か
し
な
が
ら
四
川
盆
地
は
地
理
的
に
は
中
心
に
向
か
う

構
造
を
呈
し
て
い
る

︱
地
勢
は
四
方
の
周
縁
に
あ
る
山
地
か
ら

盆
地
の
底
部
に
向
か
っ
て
徐
々
に
下
降
し
、
河
流
も
ま
た
非
対
称

的
に
中
心
に
向
か
う
構
造
を
呈
し
て
お
り
、
加
え
て
地
形
が
多
様

で
、
水
系
も
数
多
い
自
然
地
理
環
境
は
、
多
元
的
文
化
の
交
流
と

移
転
の
た
め
に
空
間
的
・
交
通
的
条
件
を
提
供
し
た
。
と
り
わ
け

川
西
平
原
の
優
越
し
た
自
然
条
件
と
比
較
的
高
い
経
済
と
文
化
の

水
準
は
、
そ
の
地
を
盆
地
内
の
文
化
的
中
心
に
し
た
。
す
な
わ

ち
、
各
種
文
化
は
中
心
に
向
か
っ
て
合
流
し
融
合
し
、
中
心
文
化

は
ま
た
四
方
に
放
射
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
特
徴
は
表
現
様
式
が

非
常
に
多
様
な
の
で
、
一
つ
二
つ
例
を
挙
げ
て
説
明
を
加
え
る
。

第
一
点
：
近
数
十
年
、
続
々
と
成
都
平
原
に
お
い
て
発
掘
さ
れ

た
古
城
址
群
は
、
上
古
の
蜀
人
が
山
地
か
ら
下
り
、
四
川
盆
地
の

内
陸
部
に
向
か
っ
て
移
動
し
、
最
後
に
成
都
平
原
に
定
住
し
た
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
移
動
は
そ
の
後
の
歴
史
に
お
い

て
も
ず
っ
と
持
続
し
た
の
で
、
盆
地
の
中
心
的
都
市
で
あ
る
成
都

の
人
口
は
長
期
に
わ
た
っ
て
高
度
に
集
中
し
、
周
囲
の
人
口
も
た

え
ず
成
都
に
向
か
っ
て
集
中
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、

唐
代
に
な
る
と
、
成
都
に
成
都
・
華
陽
の
両
県
を
分
置
せ
ざ
る
を

得
な
く
な
っ
た
が
、
こ
れ
は
ま
さ
し
く
、
周
辺
文
化
が
中
心
の
文

化
地
域
に
向
か
っ
て
凝
集
す
る
こ
と
の
体
現
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

第
二
点
：
道
教
の
興
起
と
伝
播
。
道
教
は
蜀
中
の
山
地
に
発
祥

し
た
が
、
し
か
し
平
原
地
域
に
今
文
経
学
の
気
風
が
隆
盛
し
て
い

た
こ
と
、
黄
老
道
術
の
流
行
が
広
範
囲
に
渉
っ
て
い
た
こ
と
、
そ

し
て
山
岳
地
帯
に
お
い
て
少
数
民
族
の
神
仙
方
術
と
巫
術
が
盛
行

し
て
い
た
こ
と
と
関
わ
り
が
あ
る
（
注
8
）
。
道
教
は
ま
た
蜀
中
の
神

仙
伝
説
と
神
仙
故
事
を
吸
収
し
た
が
、
こ
れ
が
道
教
の
誕
生
と
発

展
の
た
め
の
重
要
な
要
素
と
な
っ
た
。
漢
晋
の
时
期
、
道
教
は
成

都
の
平
原
よ
り
出
発
し
て
、
金
牛
道
に
沿
っ
て
東
と
北
に
向
か
っ

て
伝
播
し
、
ま
ず
巴
郡
に
伝
播
し
、
そ
の
あ
と
再
び
北
上
し
て
漢

中
地
域
に
伝
わ
っ
た
。

四
川
盆
地
の
複
雑
な
地
形
は
多
様
な
地
域
を
作
り
出
し
、
各
々

の
地
域
は
異
な
っ
た
時
期
に
経
済
と
文
化
が
発
展
し
、
そ
の
水
準

も
均
一
で
は
な
い
。
盆
地
独
特
の
山
川
が
中
心
に
向
か
う
よ
う
に

形
成
さ
れ
て
い
く
構
造
は
（
盆
地
の
地
形
お
よ
び
盆
地
内
の
河
川

が
盆
地
の
中
心
に
向
か
っ
て
集
中
す
る
）、
川
西
平
原
を
盆
地
文

化
の
中
心
に
し
、
ま
た
蜀
学
の
淵
薮
の
地
と
し
、
そ
の
他
の
地
域

の
文
化
を
吸
引
し
て
続
々
と
こ
こ
に
合
流
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
同
時
に
ま
た
、
こ
の
地
の
学
術
文
化
が
盆
地
の
中
部
や
周
辺

の
山
岳
地
帯
に
放
射
さ
れ
て
い
っ
た
。
蜀
学
は
ま
さ
に
、
こ
の
よ

う
に
中
心
に
向
か
っ
て
吸
引
さ
れ
る
多
様
な
文
化
の
融
合
体
で
あ

り
、
包
容
性
の
第
一
層
は
こ
う
し
て
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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（
二
）
盆
地
の
東
西
と
巴
蜀
の
融
合

「
巴
蜀
の
由
来
は
古
く
、
殷
周
に
は
已
に
伝
え
ら
る
。」
こ
れ
は

近
代
蜀
中
の
偉
大
な
学
者
・
郭
沫
若
が
重
慶
市
博
物
館
で
の
「
巴

蜀
文
物
陳
列
」
を
参
観
し
た
後
に
題
し
た
詩
句
で
あ
る
。
確
か

に
、
甲
骨
文
中
に
は
す
で
に
「
蜀
」
字
（
注
9
）
が
あ
る
。
歴
史
地
理

の
角
度
か
ら
見
て
、
巴
と
蜀
は
か
つ
て
は
二
つ
の
異
な
っ
た
民

族
・
王
国
・
地
域
で
、
そ
の
内
実
も
族
名
→
地
名
→
国
名
→
行
政

区
画
名
→
地
名
、
と
い
う
交
錯
す
る
変
化
の
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
い

る
。「

巴
人
」、「
蜀
人
」、「
巴
国
」、「
蜀
国
」
は
、
し
ば
し
ば
秦
漢

の
文
献
に
記
載
が
見
え
る
が
、
こ
こ
で
は
詳
述
し
な
い
。
行
政
区

画
の
設
置
に
つ
い
て
言
う
と
、
巴
と
蜀
は
時
に
は
分
離
、
時
に
は

統
合
さ
れ
た
。
秦
は
巴
郡
と
蜀
郡
を
置
き
、
漢
で
は
統
一
し
て
益

州
と
し
、
三
国
魏
が
蜀
を
滅
ぼ
し
た
後
は
益
州
を
分
け
て
益
・
梁

の
二
州
と
し
た
。
唐
の
太
宗
は
益
州
を
剣
南
道
、
梁
州
を
山
南
道

に
改
め
、
唐
の
肅
宗
は
剣
南
道
を
東
西
両
川
に
分
け
た
の
で
、
こ

の
時
か
ら
「
両
川
」
の
呼
び
名
が
始
ま
っ
た
。
唐
の
代
宗
は
ま
た

剣
南
東
道
・
剣
南
西
道
・
山
南
西
道
の
三
つ
の
節
度
使
を
置
き
、

そ
の
た
め
ほ
か
に
「
三
川
」
の
呼
称
も
あ
る
。
宋
の
初
め
に
は
西

川
路
と
峽
西
路
を
置
き
、
宋
の
真
宗
は
ま
た
西
川
路
を
分
け
て
西

川
東
路
（
ま
た
梓
州
路
と
称
す
）
と
西
川
西
路
（
ま
た
益
州
路
と

称
す
）
と
し
、
峽
西
路
を
分
け
て
利
州
路
と
夔
州
路
と
し
、
益
・

梓
・
利
・
夔
の
四
路
を
形
成
し
、
そ
れ
ら
を
「
川
峽
四
路
」
と
号

し
て
「
四
川
」
と
略
称
し
た
が
、
こ
こ
に
「
四
川
」
の
名
が
正
式

に
作
ら
れ
た
。
元
代
に
は
四
川
行
省
を
設
け
、
四
川
省
と
簡
称
し

た
。
明
清
以
後
は
基
本
的
に
そ
れ
を
踏
襲
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
古

代
の
巴
蜀
、
唐
代
の
両
川
、
宋
代
の
四
川
の
管
轄
す
る
地
域
は
今

日
の
四
川
・
重
慶
の
範
囲
に
止
ま
ら
ず
、
さ
ら
に
陝
西
漢
中
・
甘

肅
文
県
・
湖
北
恩
施
、
そ
し
て
雲
南
・
貴
州
北
部
な
ど
の
地
域
を

も
包
括
し
て
い
る
。
現
在
の
巴
蜀
は
主
と
し
て
地
域
名
で
あ
り
、

中
国
西
南
部
の
四
川
盆
地
を
核
と
す
る
四
川
省
と
重
慶
市
一
帯
を

指
し
て
い
る
。
大
ざ
っ
ば
に
言
え
ば
、
川
東
を
巴
と
称
し
、
川
西

を
蜀
と
称
す
る
が
、
こ
の
二
つ
の
地
域
は
大
体
涪
江
に
よ
っ
て
区

切
ら
れ
て
い
る
。
提
起
し
て
お
く
価
値
が
あ
る
の
は
、
唐
代
以

後
、
川
西
な
い
し
四
川
全
体
を
、
長
期
に
渉
っ
て
「
蜀
」
あ
る
い

は
「
蜀
中
」
を
も
っ
て
代
称
と
し
て
い
た
事
実
で
あ
る
。
清
末
時

期
、
清
王
朝
の
四
川
統
治
が
終
了
し
た
あ
と
、
重
慶
で
成
立
し
た

新
政
権
を
や
は
り
「
蜀
軍
政
府
」
と
呼
ん
だ
。
だ
か
ら
人
々
が
四

川
盆
地
を
称
し
て
蜀
と
呼
ぶ
時
、
往
々
に
し
て
そ
の
な
か
に
は
巴

も
含
ま
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
般
的
な
意
義
上
で
の
「
蜀

学
」
に
も
ま
た
、
巴
の
地
域
の
学
術
も
含
ま
れ
て
い
る
。

巴
と
蜀
と
は
、
四
川
盆
地
と
い
う
こ
の
共
通
の
地
域
に
共
存
し

て
き
た
が
、「
人
皇
に
肇
ま
」っ
た
時
に
は「
囿
を
同
じ
く
」し
（
注
10
）
、

ま
た
と
も
に
『
尚
書
』
禹
貢
に
言
う
「
華
陽
、黒
水
は
惟
れ
梁
州
」
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の
地
に
属
し
て
い
た
。
し
か
し
、
巴
文
化
と
蜀
文
化
は
早
期
に
は

比
較
的
大
き
な
相
違
が
存
在
し
て
い
た
。
と
は
い
え
両
者
は
、
長

遠
な
歴
史
的
時
間
の
な
か
で
絶
え
ず
融
合
し
て
し
だ
い
に
差
異
を

縮
め
、
内
実
が
互
い
に
一
致
す
る
文
化
共
同
体
と
な
っ
た
。

早
期
の
巴
は
、「
其
の
民
は
質
直
好
義
、
土
風
は
敦
厚
」、「
其

れ
古
楽
を
好
む
」、「
祭
祀
を
善
く
す
」、「
巴
師
は
勇
鋭
、
歌
舞
し

て
以
て
殷
人
を
淩
ぐ
」（
注
11
）
な
ど
と
言
わ
れ
た
。
一
方
、
早
期
の

蜀
は
、
五
大
古
蜀
王
の
第
五
王
開
明
の
時
に
至
っ
て
、
蜀
人
は
な

お
「
椎
髻
、
左
言
、
文
字
を
暁さ

と

ら
ず
、
未
だ
礼
楽
有
ら
ず
」（
注
12
）

と
評
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
開
明
氏
の
後
、「
宗
廟
を
立
て
、
酒

を
以
て
曰
に
礼
し
、
楽
し
て
曰
に
荊
し
、
人
は
赤
を
尚
び
、
帝
は

王
と
称
す
」
よ
う
に
は
な
っ
た
が
、
こ
の
時
の
蜀
地
の
文
化
は
巴

よ
り
遅
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

秦
が
巴
蜀
を
滅
ぼ
し
た
後
、「
其
の
豪
俠
を
蜀
に
徙
」
し
、
成

都
に
お
い
て
「
里
闠
を
修
整
し
、
市
に
は
肆
を
張
列
」し
て
（
注
13
）
、

秦
風
に
よ
っ
て
大
い
に
蜀
を
改
造
し
よ
う
と
し
た
。
蜀
中
に
は

「
斑
綵
文
章
多
く
」、「
秦
と
分
を
同
じ
く
す
、
故
に
悍
勇
多
し
。

詩
に
在
り
て
は
、
文
王
の
化
、
江
漢
の
域
を
被
い
、
秦
豳
詠
を
同

じ
く
す
、
故
に
夏
聲
有
る
な
り
。」（
注
14
）
と
り
わ
け
前
漢
の
蜀
郡

守
・
文
翁
は
「
民
に
読
書
法
令
を
教
」
え
（
注
15
）
、
中
原
文
化
は
次

第
に
蜀
地
の
主
流
文
化
の
一
つ
に
な
り
、
蜀
学
は
斉
魯
の
学
と
名

を
斉
し
く
す
る
地
方
の
学
術
と
な
っ
て
ゆ
き
、
前
漢
の
四
大
辞
賦

家
の
う
ち
蜀
が
そ
の
三
を
占
め
る
と
い
う
局
面
が
出
現
し
た
。
同

時
に
、蜀
の
影
響
を
受
け
、「
巴
、漢
も
亦
た
こ
れ
に
化
」し
た
（
注
16
）
。

こ
の
時
に
は
、
蜀
は
主
流
文
化
に
お
い
て
は
巴
に
優
っ
て
い
た
よ

う
で
あ
る
。
巴
人
は
戦

い
く
さ

上
手
に
よ
っ
て
全
国
に
名
が
轟
き
、
渝

水
に
居
留
す
る
賨
の
民
は
「
天
性
勁
勇
に
し
て
、
初
め
て
漢
の
前

鋒
た
り
て
陷
陣
し
、
鋭
気
喜
舞
す
」
と
讃
え
ら
れ
、
涪
陵
郡
（
治

は
今
の
彭
水
南
）
は
「
人
多
く
憨
勇
」、「
蚕
桑
な
く
、
文
学
を
欠

く
」
と
言
わ
れ
た
。
故
に
常
璩
は
こ
の
時
の
巴
蜀
の
違
い
を
概
括

し
て
「
巴
に
は
将
有
り
、
蜀
に
は
相
有
り
」（
注
17
）
と
し
た
の
で
あ

る
。
一
方
は
武
で
も
う
一
方
は
文
で
あ
る
か
ら
、
巴
と
蜀
は
十
分

相
互
に
補
完
す
る
と
言
い
う
る
。
互
い
を
補
い
合
う
と
い
う
の

は
、
両
地
の
文
化
に
巨
大
な
交
流
と
融
合
の
空
間
が
存
在
し
た
こ

と
を
意
味
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
蜀
の
文
と
巴
の
武
と
い
う

地
域
文
化
の
特
点
は
魏
晋
南
北
朝
時
期
に
お
い
て
も
ず
っ
と
持
続

し
続
け
、
歴
史
書
は
晋
代
の
蜀
地
に
つ
い
て
、「
搢
紳
邵
右
の
疇
、

比
肩
し
て
進
み
、
世
よ
其
の
美
を
載
す
」と
述
べ
（
注
18
）
、
巴
地
に

つ
い
て
は
「
人
多
く
勁
勇
に
し
て
、
文
学
少
な
く
、
将
帥
の
才
有

り
」
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
巴
の
地
は
墊
江
以
西
、「
土
地
は

平
敞
に
し
て
、（
人
は
）
精
敏
に
し
て
軽
疾
」
と
し
、
涪
陵
や
巴

東
郡
は
「
上
下
俗
を
殊こ

と

に
し
、
情
形
不
同
」
と
述
べ
て
、
蜀
の
文

化
が
巴
の
地
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。

こ
の
種
の
影
響
は
数
百
年
後
に
も
及
ん
で
お
り
、
隋
代
の
巴
渝
地

（ 41 ）



域
の
獽
、
狿
、
蠻
、
賨
に
つ
い
て
、「
其
の
居
處
風
俗
、
衣
服
飲

食
、
頗
る
僚
に
同
じ
く
、
而
し
て
亦
た
蜀
人
と
相
類
す
」
と
述
べ

ら
れ
、
巴
と
蜀
の
差
異
が
次
第
に
縮
小
し
、
共
通
性
が
増
大
し
て

行
っ
て
い
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

両
宋
時
代
は
巴
蜀
文
化
の
最
盛
期
で
、
こ
の
時
蜀
地
は
「
庠
塾

に
聚
学
す
る
者
衆
」
く
、「
文
学
の
士
、
彬
彬
と
し
て
輩
出
す
」

と
言
わ
れ
た
（
注
19
）
。『
宋
史
』
は
巴
蜀
人
の
た
め
に
一
五
八
人
も

伝
を
立
て
て
お
り
、『
四
庫
全
書
』
中
に
存
録
さ
れ
て
い
る
宋
代

の
四
川
人
の
文
集
は
30
余
家
に
達
し
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
蜀
地
に

集
中
し
て
い
る
。
そ
の
な
か
の
中
江
の
蘇
舜
卿
、
眉
州
の
「
三

蘇
」
と
王
称
、
成
都
の
范
祖
禹
、
井
研
の
李
心
伝
、
丹
棱
の
李
燾

な
ど
、
す
べ
て
蜀
学
の
代
表
的
な
人
物
で
あ
る
。
巴
の
地
に
あ
っ

て
は
、
北
宋
時
代
の
渝
州
（
治
は
今
の
重
慶
）
は
蜀
地
と
「
風
俗

は
一
に
同
じ
」
と
さ
れ
た
（
注
20
）
。
も
と
も
と
巴
文
化
が
最
も
発
達

し
た
地
域
の
一
つ
は
順
慶
府
（
治
は
今
の
南
充
）
で
、
宋
代
に
は

「
儒
風
尤
も
盛
ん
に
し
て
、
人
物
間
出
す
」（
注
21
）
と
称
さ
れ
た
。

宋
代
の
巴
蜀
同
風
は
、
士
人
の
学
術
交
遊
か
ら
も
証
明
し
う

る
。
北
宋
初
期
、
張
詠
等
が
治
蜀
の
官
を
歴
任
し
て
学
を
興
し
士

を
推
挙
し
た
結
果
、
巴
蜀
の
大
地
で
は
読
書
し
て
仕
官
を
求
め
る

こ
と
が
鬱
然
た
る
風
と
な
っ
た
。
北
宋
の
中
期
に
至
っ
て
、
巴
蜀

地
域
は
大
量
の
文
人
・
学
者
を
輩
出
し
、
彼
ら
の
相
互
に
学
習
し

交
遊
す
る
グ
ル
ー
プ
は
た
え
ず
拡
大
し
、
華
陽
の
范
氏
、
眉
山
の

蘇
氏
、
梓
州
の
文
同
、
成
都
の
呂
陶
を
核
心
と
す
る
学
者
の
交
游

グ
ル
ー
プ
出
現
し
、
地
域
と
し
て
は
、
蜀
地
（
宋
代
で
は
多
く
の

場
合
西
川
と
呼
ば
れ
た
）
に
主
に
集
中
し
た
。
両
宋
の
際
、
涪
陵

（
今
の
重
慶
涪
陵
）
の
人
・
譙
定
は
、
初
め
『
易
』
を
南
平
（
今

の
重
慶
南
川
）
の
人
・
郭
曩
氏
に
学
ん
だ
。
こ
の
郭
曩
氏
は
、

「
世
よ
南
平
に
家
し
、
始
祖
は
漢
に
在
り
て
厳
君
平
の
師
と
な
り
、

世
よ
易
学
を
伝
」
え
た
家
柄
の
人
で
、
こ
の
こ
と
は
蜀
人
が
巴
地

（
宋
代
で
は
多
く
の
場
合
東
川
と
呼
ば
れ
た
）
に
移
住
し
、
蜀
学

が
巴
に
融
合
し
て
い
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
譙
定
は
そ
の
あ
と

程
頤
に
学
び
、
理
学
の
「
涪
陵
学
派
」
を
創
っ
た
。
図
３
に
示
し

た
譙
定
学
術
源
流
図
を
見
れ
ば
、
彼
の
学
術
交
遊
圏
は
、
巴
の
出

身
者
（
東
川
人
）
を
主
に
は
し
て
い
る
が
、
同
時
に
張
浚
・
張
行

成
・
呂
凝
之
な
ど
の
蜀
（
西
川
人
）
の
出
身
者
も
居
る
こ
と
が
わ

か
る
。
そ
し
て
張
浚
の
学
術
交
游
圏
も
ま
た
、
蜀
と
巴
の
両
地
域

を
跨
い
で
い
る
。

宋
代
以
後
今
日
に
至
る
ま
で
、
巴
と
蜀
は
、
人
材
の
類
型
や
数

量
の
方
面
に
若
干
の
違
い
が
あ
る
他
は
、
両
地
の
習
俗
は
す
で
に

互
い
に
ほ
と
ん
ど
差
が
な
く
、
学
術
文
化
は
更
に
同
一
化
し
て
い

る
。
ま
さ
に
「
関
は
巫
山
峽
よ
り
起
こ
り
、
巴
蜀
は
是
れ
一
家
」

と
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
四
川
盆
地
は
盆
地
の
東
側
の
巴
は
武

を
好
み
、
盆
地
の
西
側
の
蜀
は
文
を
好
む
と
い
う
伝
統
が
あ
る
も

の
の
、
両
者
は
互
い
に
補
完
し
あ
っ
て
い
る
。
巴
蜀
の
学
者
は
交
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遊
を
通
し
て
相
互
に
学
習
し
、
長
短
を
補
い
合
い
、
両
地
と
周
囲

の
文
化
が
相
互
に
浸
透
・
融
合
し
て
、
蜀
学
の
包
容
性
の
第
二
層

を
形
成
し
て
い
る
。

（
三
）
盆
地
の
内
外
文
化
の
合
流
と
融
合

四
川
盆
地
の
封
鎖
的
な
地
形
は
、
客
観
的
に
は
対
外
交
流
上
の

不
便
さ
の
原
因
に
な
っ
て
い
た
。
だ
か
ら
李
白
は
「
蜀
道
の
難

は
、
青
天
に
上
が
る
よ
り
難
し
」
と
い
う
詠
嘆
を
漏
ら
し
た
の
で

あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ま
さ
に
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
巴
蜀
の

先
住
者
た
ち
は
対
外
交
流
に
勇
敢
に
立
ち
向
か
い
、
自
己
の
環
境

を
改
善
し
よ
う
と
努
力
し
た
。
四
川
盆
地
の
外
に
目
を
転
じ
る

と
、
盆
地
の
北
の
境
界
と
連
続
す
る
秦
嶺
山
脈
は
、
中
国
大
陸
を

南
北
に
地
理
的
に
分
界
す
る
境
界
線

︱
亜
熱
帯
季
節
風
地
域
と

温
帯
季
節
風
地
域
の
境
界
線
で
あ
り
、
か
つ
ま
た
湿
潤
と
半
湿
潤

の
境
界
線
で
あ
り
、
長
江
流
域
と
黄
河
流
域
の
主
要
な
分
水
嶺

︱
に
な
っ
て
い
る
。
秦
嶺
以
北
の
陝
西
・
甘
肅
地
域
に
お
い
て

は
寒
冷
乾
燥
、
四
川
盆
地
以
南
の
雲
南
・
貴
州
地
域
は
温
暖
湿

潤
、
ゆ
え
に
四
川
盆
地
は
封
鎖
的
で
あ
る
と
同
時
に
、
一
つ
の
合

流
處
で
あ
り
「
過
渡
区
」（transition�region

）
な
の
で
あ
る
。

四
川
盆
地
は
ま
た
、
西
高
東
低
の
中
国
地
形
に
お
い
て
三
級
階
梯

狀
の
第
二
級
階
梯
上
に
位
置
し
て
い
る
（
図
３
参
照
）。
盆
地
の

西
側
は
、
第
一
級
階
梯
上
に
あ
る
川
西
高
原
に
面
し
て
い
て
、
そ

図３　譙定学術源流図

注
：�

本
表
は
鄒
重
華
『
士
人
学
術
交
游
圏
：
一
個
学
術
史
研
究
的
另
類

視
角
』
に
よ
る（
注
22
）

。
△
印
の
者
は
巴
蜀
の
学
者
。
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こ
で
は
遊
牧
が
主
な
生
産
方
式
と
な
っ
て
い
る
。
東
側
は
第
三
階

梯
上
の
江
漢
平
原
に
面
し
て
い
て
、
そ
こ
で
は
農
耕
を
主
な
生
産

方
式
と
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
両
地
域
の
間
に
位
置
す
る
四
川
盆

地
は
、
古
代
よ
り
高
原
の
狩
猟
・
遊
牧
民
族
と
平
原
の
農
耕
民
族

と
が
会
合
す
る
と
こ
ろ
で
、
農
耕
文
化
と
遊
牧
文
化
と
の
両
者
を

兼
ね
具
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

四
川
盆
地
は
こ
の
よ
う
な
「
過
渡
」
と
合
流
の
と
こ
ろ
に
位
置

し
て
い
る
が
、
そ
の
こ
と
は
気
候
や
生
物
な
ど
の
自
然
条
件
方
面

に
体
現
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
ま
た
物
産
・
風
俗
・
文
化
諸

方
面
に
お
い
て
も
体
現
さ
れ
て
い
る
。
ま
さ
に
宋
の
羅
泌
が
言
う

よ
う
に
、
こ
こ
は
「
西
番
（
蕃
）
東
漢
、
北
秦
南
広
」
の
地
な
の

で
あ
る
（
注
23
）
。
考
古
上
の
発
見
と
歴
史
文
献
上
の
記
載
が
示
し
て

い
る
よ
う
に
、
我
が
国
の
南
北
の
二
大
古
代
文
明
地
域
、
す
な
わ

ち
黄
河
流
域
と
長
江
流
域
と
の
間
に
位
置
す
る
四
川
盆
地
は
、
非

常
に
早
く
か
ら
中
原
お
よ
び
近
隣
地
域
、
ひ
い
て
は
東
南
ア
ジ
ア

文
化
と
対
話
と
交
流
が
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
旧
石
器
時
代
、
盆
地

西
部
の
富
林
文
化
は
華
北
の
小
石
器
文
化
と
関
係
が
あ
り
、
盆
地

中
部
の
銅
梁
文
化
は
貴
州
の
観
音
洞
文
化
と
継
承
関
係
に
あ
る
。

三
星
堆
で
出
土
し
た
玉
器
・
青
銅
器
・
礼
儀
制
度
等
は
、
独
自
性

を
具
え
て
は
い
る
が
、
中
原
文
化
の
影
響
を
体
現
し
て
い
る
。
南

方
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
上
の
諸
青
銅
文
化
は
、
ま
た
逆
に
多
く
の
三
星

堆
文
化
の
要
素
を
包
含
し
て
い
る
。
歴
史
上
、「
荊
人
の
鱉
霊
死

図
４　

南
北
東
西
過
渡
合
流
の
地
に
位
置
す
る
四
川
盆
地
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し
、
尸
は
西
土
に
化
し
、
後
に
蜀
帝
と
な
る
」
と
言
わ
れ
る
よ
う

に
（
注
24
）
、
荊
楚
文
化
は
巴
蜀
文
化
と
出
会
っ
て
い
た
。
武
王
が
紂

を
伐
っ
た
時
、「
庸
、
蜀
、
羌
、
髳
、
微
、
盧
、
彭
、
濮
人
」
が

従
っ
た
と
い
う
（
注
25
）
。「
石
牛
便
金
」、「
五
丁
開
道
」
と
い
う
語

が
示
し
て
い
る
よ
う
に
（
注
26
）
、
巴
蜀
文
化
は
秦
隴
文
化
と
交
流
し

て
い
た
。
漢
代
の
文
翁
が
学
校
を
興
し
て
蜀
を
教
化
し
た
際
、
張

叔
等
十
余
人
の
郡
県
の
官
吏
を
京
師
に
派
遣
し
、
博
士
に
受
業
さ

せ
た
。
学
問
を
成
就
し
て
成
都
に
戻
っ
て
き
た
彼
ら
は
人
材
と
し

て
採
用
さ
れ
、
あ
る
人
は
官
僚
と
な
り
、
あ
る
人
は
教
師
と
な
っ

た
。
文
翁
の
こ
の
行
な
い
は
、
中
原
文
化
を
導
入
し
、
そ
れ
を
継

承
し
て
巴
蜀
の
伝
統
文
化
を
顕
彰
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
巴
蜀
の

学
術
的
な
地
位
を
高
め
て
「
蜀
学
は
斉
魯
に
比な

ら

ぶ
」
と
こ
ろ
ま
で

押
し
上
げ
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
こ
れ
よ
り
あ
と
、
地
理
上
の

「
過
渡
区
」
と
文
化
上
の
合
流
地
域
に
位
置
す
る
蜀
学
は
、
長
期

間
に
わ
た
っ
て
南
来
北
往
と
東
進
西
出
の
文
化
を
受
容
し
、
あ
わ

せ
て
ま
た
、
自
己
自
身
と
も
会
通
融
合
し
、
次
第
に
南
北
を
受
け

入
れ
東
西
を
蓄
蔵
す
る
特
色
あ
る
包
容
性
を
形
成
し
て
い
っ
た
。

蜀
学
は
多
元
文
化
を
包
含
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
一
方
で
移
民

を
四
川
に
入
植
さ
せ
る
こ
と
で
実
現
し
た
も
の
で
あ
り
、
も
う
一

方
で
、
巴
蜀
の
学
者
が
主
体
的
に
四
川
以
外
の
地
域
の
学
者
・
学

派
と
交
流
し
て
実
現
し
た
結
果
で
あ
っ
た
。

先
秦
時
期
の
移
民
が
四
川
盆
地
に
入
っ
て
き
た
い
き
さ
つ
に
つ

い
て
は
す
で
に
考
証
し
難
く
な
っ
て
い
る
が
、
し
か
し
秦
漢
以

来
、
比
較
的
大
規
模
な
移
民
が
す
で
に
十
数
回
に
達
し
て
い
る
と

い
う
文
献
の
記
載
を
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
秦
の

商
鞅
の
師
、
先
秦
諸
子
百
家
の
一
人
で
あ
る
尸
佼
は
、
難
を
避
け

て
蜀
に
入
り
、『
尸
子
』
一
書
を
著
し
た
が
、
本
書
は
蜀
学
の
黎

明
期
の
力
作
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。
秦
の
恵
文
王
と
始
皇
は
六
国

の
豪
俠
を
蜀
に
遷
し
、
嫪
毒
や
呂
不
韋
の
舍
人
な
ど
の
秦
の
有
罪

人
を
蜀
に
流
謫
し
た
。
ま
た
淮
南
王
な
ど
の
よ
う
な
漢
の
罪
人
も

蜀
に
入
っ
て
い
る
。
彼
ら
は
中
原
文
化
を
将
来
し
、
蜀
学
が
主
流

と
な
る
の
を
加
速
し
た
。
後
漢
末
年
三
国
の
時
、
先
ず
劉
焉
・
劉

璋
が
荊
州
人
士
を
率
い
て
蜀
に
入
り
、
後
に
は
劉
備
、
諸
葛
亮
の

軍
政
が
集
団
で
入
蜀
し
た
。
ま
た
西
北
の
略
陽
、
天
水
六
郡
の
十

万
余
の
流
民
お
よ
び
南
方
の
僚
人
が
次
々
に
入
蜀
し
た
。
唐
宋
時

期
に
は
、
玄
宗
は
「
安
史
の
乱
」、
僖
宗
は
「
黄
巣
の
乱
」
の
た

め
に
入
蜀
し
た
際
、
多
く
の
文
人
や
画
家
を
連
れ
て
来
た
。
五
代

に
は
、
中
原
か
ら
移
っ
て
き
た
花
間
派
詩
人
の
韋
荘
、
画
家
の
孫

位
な
ど
が
い
る
。
こ
の
よ
う
に
大
量
の
各
地
の
移
民
が
入
川
し
た

こ
と
は
、
必
ず
多
地
域
と
多
元
文
化
の
融
合
を
も
た
ら
し
た
は
ず

で
あ
る
。
宋
末
以
後
、
元
明
清
を
経
て
、「
湖
広
、
四
川
を
填
む
」

の
大
移
民
は
、
疑
い
も
な
く
文
化
の
大
合
流
で
あ
り
大
融
合
で

あ
っ
た
。
近
代
の
抗
日
戦
争
時
期
、
四
川
は
大
後
方
と
な
り
、
重

慶
は
後
期
に
お
い
て
ま
た
陪
都
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
百
万
規
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模
の
全
国
各
省
の
人
士
が
ど
っ
と
四
川
に
入
り
、
数
十
の
大
学
と

文
化
機
関
が
こ
こ
に
避
難
し
て
き
て
、
移
民
入
川
に
つ
い
て
引
き

続
い
て
持
続
的
に
書
か
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
歴
代
の
各
種
の

移
民
と
多
様
な
人
材
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
思
想
文
化
を
携
え
て
入
蜀

し
た
が
、
こ
れ
は
百
川
の
合
流
に
も
比
せ
ら
れ
、
本
土
文
化
と
の

相
互
交
流
は
、
巴
蜀
文
化
を
し
て
豊
富
多
彩
に
し
て
生
機
勃
勃
た

る
局
面
を
現
出
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

蜀
学
は
外
来
文
化
を
摂
取
す
る
と
同
時
に
、
ま
た
そ
の
他
の
文

化
と
主
体
的
に
対
話
し
、
博
く
衆
家
の
長
所
を
採
っ
て
発
展
し
て

き
た
。
た
と
え
ば
「
西
羌
に
興
」
っ
た
大
禹
は
、
山
に
沿
い
川
を

浚
え
て
九
州
を
定
め
、
巴
蜀
文
化
を
中
原
や
東
部
の
呉
越
地
域
に

伝
播
し
た
。
司
馬
相
如
は
、
梁
孝
王
の
門
客
で
あ
る
斉
人
の
鄒

陽
、
淮
陰
の
枚
乘
、
呉
莊
忌
等
に
会
っ
て
喜
び
、「
子
虚
賦
」
を

著
し
た
（
注
27
）
。
そ
の
代
表
作
で
あ
る
「
子
虚
賦
」
は
、
ま
さ
に
こ

れ
ら
文
壇
の
朋
友
と
の
交
遊
の
産
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

李
白
は
「
五
歲
で
六
甲
を
誦
し
、
十
歲
で
百
家
を
観
」（
注
28
）
、
そ

し
て
「
十
五
で
奇
書
を
観
」
た
か
ら
（
注
29
）
、
百
家
の
思
想
を
織
り

交
ぜ
、
豪
放
不
羈
の
性
格
と
詩
風
を
具
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
二

十
五
歲
以
後
、
彼
は
「
剣
を
仗お

び
て
国
を
去
り
、
親
に
辞
し
て
遠

遊
す
」
と
述
べ
る
よ
う
に
（
注
30
）
、
天
下
を
漫
遊
し
て
各
地
の
多
様

な
文
化
を
学
ん
で
、
蜀
学
の
光
を
輝
か
せ
た
。

北
宋
中
期
に
は
、
蜀
中
の
学
者
と
し
て
范
鎮
、
三
蘇
、
呂
陶
、

文
同
、
宇
文
之
邵
、
鮮
於
侁
な
ど
が
現
れ
、
彼
ら
は
中
央
や
各
地

に
赴
い
て
官
吏
と
な
っ
た
。
ま
た
、
外
地
の
少
な
か
ら
ざ
る
学
者

も
ま
た
蜀
に
や
っ
て
き
て
任
官
し
た
。
巴
蜀
学
者
は
こ
れ
以
来
、

欧
陽
修
、
司
馬
光
、
文
彥
博
、
趙
抃
、
王
安
石
、
周
敦
頤
、
孫

復
、
黄
庭
堅
な
ど
の
著
名
な
学
者
と
学
術
交
流
の
関
係
を
築
い

た
。
こ
う
し
て
蜀
中
の
学
術
は
全
国
に
影
響
を
及
ぼ
し
始
め
、
宋

代
蜀
学
は
こ
こ
か
ら
始
ま
っ
て
世
に
知
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
蜀
学

は
の
ち
に
さ
ら
に
洛
学
、
新
学
、
関
学
、
閩
学
、
湘
学
な
ど
の
地

方
学
派
と
互
い
に
論
争
し
合
い
、
ま
た
互
い
に
吸
收
し
刺
激
し

合
っ
て
、
創
造
し
発
展
し
て
い
っ
た
。
と
り
わ
け
三
蘇
を
代
表
と

す
る
蘇
氏
蜀
学
は
、「〈
百
家
を
融
通
〉
す
る
こ
と
重
視
し
、
勉
め

て
〈
三
教
を
会
通
〉
す
る
こ
と
を
求
め
、
歴
史
文
化
を
集
大
成

し
、
百
科
全
書
の
気
風
が
あ
っ
た
」
と
評
さ
れ
て
い
る
（
注
31
）
。
そ

う
い
う
わ
け
で
、
宋
代
は
蜀
学
発
展
が
極
盛
に
ま
で
達
し
た
時
期

で
あ
っ
た
。

宋
末
元
初
、
多
く
の
巴
蜀
学
者
が
東
南
地
域
に
寄
寓
し
、
浙
東

史
学
に
対
し
て
重
要
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
東
南
の
学
術
文
化
の
発

展
を
促
進
し
た
。
清
代
の
成
都
で
は
尊
経
書
院
が
創
立
さ
れ
、
湖

南
学
者
・
王
闓
運
が
山
長
に
任
ぜ
ら
れ
て
人
々
を
育
成
し
、
多
く

の
卓
越
し
た
功
績
を
残
し
た
蜀
学
の
人
才
を
輩
出
し
た
。
例
え

ば
、
廖
平
、
宋
育
仁
、
楊
鋭
な
ど
は
、
湖
湘
の
学
と
西
学
が
蜀
学

に
与
え
た
影
響
を
顕
著
に
示
し
て
い
る
。
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こ
こ
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
四
川
盆
地
は
四
方
が
塞
が
れ
た
地

で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
東
西
と
南
北
が
合
流
す
る
地
理
的
な
「
過

渡
区
」
に
位
置
す
る
の
で
、
周
辺
文
化
の
影
響
を
受
け
や
す
く
、

故
に
文
化
の
合
流
地
域
と
な
っ
た
。
歴
史
上
の
十
数
回
の
移
民
、

と
り
わ
け
北
方
の
先
進
文
化
地
域
の
移
民
の
四
川
流
入
は
、
中
原

文
化
お
よ
び
そ
の
他
の
多
元
文
化
を
も
た
ら
し
、
蜀
人
が
盆
地
の

外
に
向
か
っ
て
吸
收
し
た
文
化
と
混
然
と
一
体
化
し
、
蜀
学
を
し

て
百
家
に
会
通
し
て
発
展
せ
し
め
、
そ
の
包
容
性
の
第
三
層
を
形

成
し
た
。

最
後
に
、
上
述
し
た
と
こ
ろ
を
ま
と
め
て
お
こ
う
。
蜀
学
は
内

か
ら
外
へ
三
層
の
包
容
体
系
を
具
え
て
い
る
が
、
こ
れ
は
蜀
学
が

そ
の
歴
史
地
理
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
構
造
で
あ
り
、
ま
た
人
・

地
関
係
論
の
巴
蜀
文
化
領
域
で
の
体
現
で
も
あ
る
。
四
川
盆
地
の

独
特
な
地
理
的
位
置
と
地
理
的
条
件
は
、
そ
の
特
殊
な
自
然
生
態

環
境
を
決
定
し
、
そ
し
て
そ
の
特
殊
な
自
然
生
態
環
境
は
ま
た
、

個
性
が
鮮
明
で
歴
史
の
悠
遠
な
巴
蜀
文
化
を
作
り
上
げ
、
開
放
的

で
包
容
的
な
性
格
を
養
成
し
た
。
巴
蜀
文
化
の
核
心
と
し
て
の
蜀

学
は
、
と
て
つ
も
な
く
長
い
歴
史
の
時
間
の
な
か
で
、
百
川
を
受

け
入
れ
る
海
の
よ
う
な
姿
勢
と
各
種
の
文
化
と
の
交
流
融
合
に

よ
っ
て
、
次
第
に
東
西
南
北
と
古
今
中
外
の
多
文
化
が
合
流
す
る

多
層
で
多
次
元
の
大
い
な
る
包
容
性
を
具
え
た
学
術
流
派
へ
と
変

容
を
遂
げ
た
の
で
あ
る
。

注

（
＊
）�

本
文
は
国
家
社
科
基
金
重
大
項
目
〝
巴
蜀
全
書
〟（10@

ZH
005

）、

四
川
省
重
大
文
化
工
程
『
巴
蜀
全
書
』（
川
宣
［
二
〇
一
二
］
一
一
〇
号
）

の
段
階
的
成
果
の
一
つ
に
関
連
す
る
。

（
1
）�

胡
昭
曦
「
蜀
学
与
蜀
学
研
究
榷
議
」、『
天
府
新
論
』
二
〇
〇
四
年
第

三
期
。

（
2
）�（
元
）
虞
集
「
送
趙
茂
元
歸
郷
序
」、『
道
園
学
古
錄
』
卷
六
、
文
淵
閣

『
四
庫
全
書
』
本
。

（
3
）�

夏
君
虞
『
宋
学
概
要
』、
商
務
印
書
館
、
一
九
三
七
年
。

（
4
）�

謝
無
量
『
蜀
学
会
敘
』、
民
国
間
油
印
本
、
中
国
国
家
図
書
館
蔵
。

（
5
）�（
宋
）
家
安
国
『
範
文
正
公
祠
堂
記
』、
宋
扈
仲
榮
等
編
『
成
都
文
類
』

卷
三
四
に
所
収
、
文
淵
閣
『
四
庫
全
書
』
本
。

（
6
）�（
晋
）
常
璩
『
華
陽
国
志
・
蜀
志
』、
劉
琳
『
華
陽
国
志
新
校
注
』、
四

川
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
五
年
。

（
7
）�

劉
咸
炘
『
推
十
文
』
卷
一
『
蜀
学
論
』・『
推
十
書
增
補
全
本
』（
戊
輯
）、

上
海
科
学
技
術
文
献
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
。

（
8
）�
卿
希
泰
「
道
教
在
巴
蜀
的
初
探
」（
上
）、『
社
会
科
学
研
究
』
二
〇
〇

四
年
第
五
期
。

（
9
）�

董
其
祥
「
甲
骨
文
中
的
巴
与
蜀
」、『
西
南
師
範
大
学
学
報
』（
人
文
社

会
科
学
版
）
一
九
八
〇
年
第
三
期
。
段
渝
『
四
川
通
史
』
第
一
冊
第
五
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章
第
二
節
「
巴
方
史
跡
」、
四
川
大
学
出
版
社
、
一
九
九
七
年
。
甲
骨
文

の
中
に
〝
巴
〟
字
が
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
、
学
界
の
見
方
は
一
つ
で

は
な
く
、
前
述
の
二
人
の
学
者
は
肯
定
的
な
態
度
を
持
つ
が
、
し
か
し

陳
夢
家
『
殷
墟
卜
辞
綜
述
』、
島
邦
男
『
殷
墟
卜
辞
綜
類
』、
李
孝
定
『
甲

骨
文
字
集
釋
』、
徐
中
舒
『
甲
骨
文
字
典
』
と
『
漢
語
大
字
典
』
等
の
学

術
界
に
お
い
て
高
い
学
術
的
権
威
が
あ
る
い
く
つ
か
の
古
文
字
学
の
大

著
で
は
、
す
べ
て
甲
骨
文
の
中
に
巴
字
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
認
め
て

い
な
い
。

（
10
）�（
晋
）
常
璩
『
華
陽
国
志
』
蜀
志
。

（
11
）�（
晋
）
常
璩
『
華
陽
国
志
』
巴
志
。

（
12
）�（
舊
題
漢
）
揚
雄
「
蜀
王
本
紀
」、（
梁
）
蕭
統
編
、（
唐
）
李
善
註
『
文

選
』
卷
三
「
蜀
都
賦
」。『
蜀
王
本
紀
』
が
記
す
古
蜀
開
明
の
時
に
〝
文

字
を
暁
ら
ず
〟
の
説
に
つ
い
て
、
東
晋
の
常
璩
は
『
華
陽
国
志
』
敘
志

の
な
か
で
質
疑
を
呈
し
て
い
る
。
近
年
来
、
考
古
学
者
と
歴
史
学
者
は

三
星
堆
や
成
都
十
二
橋
商
代
木
結
構
建
築
遺
址
等
か
ら
出
土
し
た
玉

器
・
竹
簡
・
蚌
殻
・
蛤
殻
・
亀
殻
・
樹
皮
・
牛
甲
骨
・
動
物
牙
歯
・
陶

器
・
銅
器
な
ど
文
物
表
面
上
に
大
量
に
刻
さ
れ
た
符
号
に
つ
い
て
の
研

究
を
通
し
て
、
古
蜀
は
文
字
を
持
つ
文
化
だ
と
認
め
る
も
の
で
、
ひ
い

て
は
甲
骨
文
よ
り
も
古
く
、
も
っ
と
成
熟
し
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
説

は
段
渝
「
巴
蜀
古
文
字
的
兩
系
及
其
起
源
」（『
成
都
文
物
』
一
九
九
一

年
第
三
期
）、
馮
広
宏
「
巴
蜀
文
字
的
期
待
」（
一
）
～
（
十
）、『
文
史

雜
誌
』
二
〇
〇
四
年
第
一
期
～
二
〇
〇
五
年
第
四
期
を
参
照
。

（
13
）�（
晋
）
常
璩
『
華
陽
国
志
』
蜀
志
。

（
14
）�（
晋
）
常
璩
『
華
陽
国
志
』
蜀
志
。

（
15
）�（
漢
）
班
固
『
漢
書
』
地
理
志
、
中
華
書
局
、
一
九
六
二
年
。

（
16
）�（
晋
）
常
璩
『
華
陽
国
志
』
先
賢
士
女
総
贊
。

（
17
）�（
晋
）
常
璩
『
華
陽
国
志
』
巴
志
。

（
18
）�（
晋
）
常
璩
『
華
陽
国
志
』
蜀
志
。

（
19
）�（
元
）
脱
脱
等
『
宋
史
』
地
理
志
、
中
華
書
局
、
一
九
八
五
年
。

（
20
）�（
宋
）
楽
史
撰
、
王
文
楚
校
注
『
太
平
寰
宇
記
』
卷
一
三
六
、
中
華
書

局
、
二
〇
〇
七
年
。

（
21
）�（
明
）
李
賢
等
『
大
明
一
統
志
』
順
慶
府
引
宋
郡
県
志
、三
秦
出
版
社
、

一
九
九
〇
年
。

（
22
）�

鄒
重
華
・
粟
品
孝
主
編
『
宋
代
四
川
家
族
与
学
術
論
集
』、
四
川
大
学

出
版
社
、
二
〇
〇
五
年
。

（
23
）�（
宋
）
羅
泌
『
蜀
山
氏
紀
論
』、
文
淵
閣
『
四
庫
全
書
』
本
。

（
24
）�（
晋
）
常
璩
『
華
陽
国
志
』
序
志
。

（
25
）�『
尚
書
』
牧
誓
。

（
26
）�（
北
魏
）
酈
道
元
『
水
経
注
』
引
来
敏
「
本
蜀
論
」、
陳
橋
驛
『
水
経

注
校
證
』、
中
華
書
局
、
二
〇
〇
七
年
。

（
27
）�（
漢
）
司
馬
遷
『
史
記
』
司
馬
相
如
列
伝
、
中
華
書
局
、
二
〇
一
三
年
。

（
28
）�（
唐
）
李
白
『
李
太
白
文
集
』
卷
二
五
「
上
安
州
裴
長
史
書
」、
上
海

古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
。

（
29
）�（
唐
）
李
白
『
李
太
白
文
集
』
卷
九
「
贈
張
相
鎬
」。
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（
30
）�（
唐
）
李
白
『
李
太
白
文
集
』
卷
二
五
「
上
安
州
裴
長
史
書
」。

（
31
）�
彭
華
「
博
求
〝
三
通
〟
蘇
氏
蜀
学
的
形
神
与
風
骨
」、『
孔
子
研
究
』

二
〇
一
二
年
第
四
期
。
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